
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青松園Ａ 

ブルーマーリンズ ０００３１  ４  負投手：友重 ＨＲ：なし 

レッドサンデーズ ２２８２× １４  勝投手：土師 ＨＲ：神田 

（５回コールド） 

初回レッドサンデーズは二死から３番土田が相手エラーで出塁すると、４番神田の左翼越え二塁打な

どで２点を先制。二回裏にも８番三船の内野安打を２番折居の右前タイムリーで迎え入れるなど２点

を加える。三回裏には５番宮口、６番山田の連続二塁打を足がかりに８番から４番神田の左本塁打を

含めた６連打、打者１１人の猛攻で一挙８点を挙げ試合を決定づけた。ブルーマーリンズも四回表に

４番横山、代打阿部、代打浜崎の３連打で満塁にすると、一死から８番新田の左三塁打で３点を返し

意地を見せるも、その裏３安打で２点を追加したレッドサンデーズがコールドで勝利した。 

（記事：ソルトベイスターズ 田中裕次郎） 

 

平成２３年６月５日 

今週のベストショット 

 

Ｈ２３．６．５ 青松園Ａ ブルーマーリンズ 対 レッドサンデーズ戦 

「取ってくれよ！」という気持ちと「大事に取る！」という気持ちが伝わってきます。 

これ以外にも、とても鮮明で構図のいい写真を多数撮って送って頂きました。 

（写真：ソルトベイスターズ 田中裕次郎） 

  

華麗な守備を見せるレッド宮口三塁手。打っては

大量点の口火となる二塁打を放った。 

ブルーマーリンズ友重投手の懸命のダッシュも

あと一歩及ばず。 



雁ノ巣レクＡ 

三友クラブ   ０１１７  ９  勝投手：足達 ＨＲ：西元、小島、足達 

新町パイレーツ ０１００  １  負投手：八坂 ＨＲ：牟田 
 

初回は両投手無難な立ち上がりで始まった。二回表、三友クラブは犠牲フライで先制するも、その裏

パイレーツは６番牟田の一発ですかさず同点に追いつき、さらにチャンスが続くも後一本が出ず同点

止まり。三回表三友は、ランナー２塁から連続安打で逆転に成功し、なおチャンスが続くも追加点奪

えず嫌な雰囲気。しかしその裏、頼れる三友ピッチャー足達がパイレーツの２・３・４番を三者連続

三振と圧巻のピッチングを披露！すると四回表、三友打線が安達の好投に応え爆発！！７・８・９番

の三者連続ホームランにて相手ピッチャー八坂を降板させると、交代したピッチャーも三友打線の勢

いを止められず、打者一巡の猛攻にて７点を挙げ試合を決定づけた。（記事：奈多クラブ 吉田貴史） 

 

 

 

 

 

 

 

雁ノ巣レクＢ 

三苫フレンズ   ００２１００   ３  負投手：塔本   ＨＲ：なし 

雁の巣ライナーズ ６００２３２  １３  勝投手：今林（貢）ＨＲ：中口、久保田、宇野 

 

一回表フレンズは幸先よく１・２番が連打で出塁するも後続が絶たれる。一回裏ライナーズは２番池

内（史）がセーフティーバントで出塁すると、５番久保田の内野ゴロの間に１点を先制し、相手守備

のエラーなどで一挙６点を挙げ主導権を握る。三回表フレンズは１番肥喜里のセンター前に３番荒木

のタイムリーなどで２点、四回表に９番金内の左ソロ本塁打で３点差にするものの、ライナーズは四

回裏に１番中口、五回裏に５番久保田、六回裏に４番宇野の３イニング連続本塁打などで計１１安打

１２点を挙げ大勝した。（記事：奈多フェニックス 今林文彦） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下位打線の価値ある三者連続ホームランに沸く

三友クラブベンチ。 

 

 

ピッチャーが踏ん張っているうちに逆転して

勢いに乗りたかったパイレーツ打線。 

バッテリーミスをついて滑り込むライナーズ

浜崎選手。初回の攻防が試合を決めた。 

追加点のＨＲを放つライナーズの中口選手。

長打力を秘めた注目の新人選手だ。 

  



奈多グラウンド 

塩浜ジャガーズ ０００００００  ０  負投手：内田    ＨＲ：なし 

奈多サンデーズ １３０２１２×  ９  勝投手：田中（俊） ＨＲ：田中（俊）（２）、塚本  

 

ジャガーズは初回先頭の稲富が死球で出塁、３番立石の二塁打で一死２・３塁と先制のチャンスを迎

えたが、後続が倒れ無得点に終わる。その後はチャンスらしいチャンスもなく、サンデーズが繰り出

す田中（俊）・塚本・須藤の３投手陣に初回の１安打のみと完璧に抑えられた。  

一方サンデーズは打線を大幅に入れ替えたにも関わらず、田中（俊）の右中間への２打席連続本塁打

と、塚本の左中間への本塁打を含む１０安打でジャガーズ投手陣を打ち崩し圧勝した。  

投打に活躍した田中俊弘選手は相変わらず「凄い」の一言です。各チーム田中選手の前に塁を埋めな

いように注意しましょう！！（記事：三苫ホーネッツ 松尾卓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７週編集後記 

ＷＳＬの皆さん、コンニチハ！ 

今週は４試合でホームランが１１本出ましたよ。 

中でも三友クラブの７・８・９番の下位打線三者連続ＨＲとは凄いです。一気に勢いに乗りましたね

（ちなみに３人目は足達投手です）。 

敗れたとは言え、パイレーツ唯一の得点も牟田選手の一発でした。 

ライナーズも終盤３イニング連続でＨＲが出ました。 

レッドは主砲の神田選手に待望の一発が！ 

ジャガーズと対戦した奈多サンデーズも今年復帰の塚本選手と２打席連続の田中俊弘選手の３本のＨ

Ｒが出ました。注目されたジャガーズ立石選手とのＨＲ打者対決も田中選手に軍配が上がりましたね。 

やはりＨＲは野球同様ソフトボールの醍醐味ですね。 

久しぶりに２桁ＨＲを放つ選手が出るかもしれません（記録の部屋で確認ください）。 

また来週が楽しみです。 

    

 

  

３安打２ＨＲの奈多サンデーズ田中俊弘選手。 

全てのチームが恐れるこの男を止めるのは！？ 

好調なサンデーズ打線の怖さを一番感じたのは

この人かも？ 


